










研究目的:バルプロ酸は副作用の少ない抗痙攣薬として開発された薬であるが、近年ごく一

部の患者に限られるとはいえ、致死的な肝傷害や Reye 様症状を呈する例が報告されている。

これまで致死的な副作用を呈した例で、感染などの特殊条件、遺伝的な、あるいは他の因

子の関与が生化学的に解析された例はほとんどない。著者らは遺伝因子の関与を明らかに

するために高アンモニア血症を呈した2例のバルプロ酸服用患者の尿有機酸プロフィルを

GC/MS を用いて詳細に検討した。次いで Reye 症候群におけるバルプロ酸代謝の特徴をみる

目的で、Reye の発症後たまたま、初め本薬物を服用した症例のバルプロ酸代謝プロフィル

を GC/MS を用いて解析した。 


